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Σ．問題の所在と研究の目的 

㧝．教育とߪ何߆ 

網 に生活਄必要߽ߤ子߇親ޔる。例え߫߈ߢ߇ことߔ社会生活に多く見出ߪという行ὑޠるߔ教育ޟ

とさࠇる知識߿知恵を授けること߇考えࠇࠄる。一方ޔ一般的ߥ企業内ޔߢ年長者߇新入社員にޔ事

ോ作業の઀方࠻ࠢࠚࠫࡠࡊޔ߿の進め方という઀事の内容を教えること߽考えࠇࠄる。つ߹ޟޔࠅ教

育ޠという行ὑޔߪ人間同士の関係性߇あるとこࠈにሽ在ߔるといえるߢあࠈう。 

᧛੗実ޟޔߪ教育ޠという行ὑをޔ次のࠃうに定義ߔる
1
。 

ߴߔߪ人ޡ߇人間ޟޔ߇るߥߪにߒ言い回ߥ面倒ޔ߫ࠇߔ説᣿的に定義ޔߪというのޠ教育ޟ

てࠃく生ࠃ߈うとߔるޢというޡ人間観ޢに立ߞてޔ他の人間をࠃޡくࠃߒޢうとߔるޔ自ᓞ的

 。るߥということにޠ営みߥ

網 この定義を基に親子の例ߢ考えてみるとࠃޡޟޔくࠈߥޢうとߔる子ޠ߽ߤにޟ親ࠃޡ߇くࠃߒޢ

うޠと援助ޔߒ新入社員とその年長者の例ࠃޡޟޔߪߢくࠈߥޢうとߔる新入社員ޠにޟ年長者ࠃޡ߇

くࠃߒޢうޠと援助ߔることޟ߇教育ߢޠあると捉えることࠃ߈ߢ߇う。ߥߔわちޟޔ教えることޠ

学ぶこޟޔࠅあߢޠる営みߔうとࠃߒޢくࠃޡޟての相手をߒとޠる人間ߔうとࠈߥޢくࠃޡޟޔߪ

とޔߪޠ他者の働߆߈け߿自発性にߞࠃてࠃޡޟくࠈߥޢうとߔる営みޠと表現ߔること߈ߢ߇るの

 。あるߢ

さࠄにޔ学校教育に思いを巡ߖࠄるとޟޔ教育ޠとࠃޡޟޔߪくࠈߥޢうとߒている子ޠ߽ߤをޟ教

師ࠃޡ߇くࠃߒޢうとߔる営みޠと捉えること߈ߢ߇る。ࠃޡޟくࠈߥޢうとߔる人間ޠとࠃޡޟくޢ

ࠇࠄ教師同士߽考えޔ同士߽ߤ子ޔくߥߢけߛޠ教師ޟとޠ߽ߤ子ޟޔߪの関係ޠる人間ߔうとࠃߒ

る。 

このࠃうにޔ教育とࠃޡࠅࠃޟޔߪくߔޢるためࠃޡࠅࠃޟޠくߥޢるためޠにޟޔ教えることޠ

とޟ学ぶことޠと߇機能ߒているということ߇わ߆る。 
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㧞．教育のޟこと߫ߋ߼ࠍޠる問題 

前述のࠃうにޔ教育ߪ広範࿐にわたる営みߢある。筆者ޟޔߪ教えることޠとޟ学ぶことޠとߪ教

育の中ᩭߢあޔࠅこの両者ޔߪ学校教育ߢ㊀要ߥ要素ߛと考えている。そのため本Ⓜޟޔߪߢ教える

ことޠとޟ学ぶことޠに着目ߔる。 

1990 年代ࠄ߆ゆる߆߿に始߹ߞたとさࠇる教育改革についてޔ૒藤学ߪ次のࠃうߥ見解を示ߔ。

少々長くߥる߇引用ߔる
2
。 

網 網 網 欧米の各国߿わ߇国ߢ授業の改革߆߿✭߇にߒ߆ߒޔ深く進展ߒている。授業の改革ߪこࠇ߹

ある。その変化をߢ根源的ߢと根本的ߞ߽ޔߪている改革ߒ੹進行ޔ߇た߈てࠇ何ᐲ߽ផ進さߢ

るߔ中心へと表現ޠ学びޟࠄ߆中心ޠ教えޟޔるの߽ߔと表現ޠ中心߽ߤ子ޟࠄ߆ޠ教師中心ޟ

の߽ޟޔ伝㆐・説᣿ޟࠄ߆ޠ支援・援助ޠへと表現ߔるの߽ߴߔޔて現在の改革の一面を示ߒて

た↹一性と効率性を߈けてߠい。近代の学校を特ᓽߥߪߢる߽のߔその根源性を表現ޔ߇いるߪ

ੑ大原理とߔる授業のシスࡓ࠹とޟ教えޠとޟ学びޠの関係と構ㅧその߽の߇問い直さޔࠇ新た

に解体さࠇ再✬さࠃࠇうとߒているのߢある。ޟ教師ޠの捉え直ޟޔߒ子ޠ߽ߤの捉え直ޟޔߒ教

えޠの捉え直ޟޔߒ学びޠの捉え直ޟޔߒ教᧚㧔知識と素᧚㧕ޠの捉え直ޟޔߒ教ቶ㧔環境㧕ޠ

の捉え直ޔߒおࠃびޔそࠄࠇの相੕関係の捉え直߇ߒ遂行さࠇておޔࠅ変化ߪ߹さߒく根本的ߢ

根源的ߢある。 

網 ૒藤ޟޔߪ教えるޠことޟ߿学ぶޠことߤߥについてޔ相੕関係の根源的ߥ捉え直߇ߒ進ߢࠎいる

ことを強調ߒている。特にޔ૒藤のޟ学びの共同体ޠ論を中心にߒた教育実践ޔߪ多くの成果߇蓄積

さࠇて߈ている。 

૒ޔて見てみるとߒ૒藤の主張をୄ瞰ޔ߇いߥࠄ見当たߪ表現ߥ直接的ߪߢこの引用箇所ޔߒ߆ߒ

藤ޔߪ教師ޟ߇教えるޠことを排ߒているࠃうに見ฃけࠇࠄる。このࠃうߥ論調߇増える߶ޟޔߤ教

えるޠことの立場ߪ弱くߥるのߥߪߢいࠈߛうޟ。߆学ぶޠことに優૏性߇ਈえޔࠇࠄ教育現場ޟߪ教

えるޠことߥߪߢくޟ学ぶޠことをዅ㊀ߒ始める。つ߹ޔࠅ૒藤の主張ޔߪߢ学習者ߢある子߇߽ߤ

 。あるߢているためࠇࠄと対比的に用いޠることࠇࠄ教えޟ教師にޔߪことޠ学ぶޟ

網 一方ޔᏒᎹ伸一1990ޔߪ 年代に起こߞた学力ૐਅ論੎を踏߹えޟޔ教えߕに考えさߖる授業ޠを批

૒藤のޔߪᏒᎹの批್ޔるとߔている。ᏒᎹの論考を概観ߒをឭ唱ޠる授業ߖ教えて考えさޟޔߒ್

Ꮢޔߪる教育実践ࠇࠄ論に見ޠ学びޟ૒藤のޔߪ筆者ޔߒ߆ߒ。いߥていࠇ入ߪ論を射程にޠ学びޟ

Ꮉのいうޟ教えߕに考えさߖる授業ޠに近い߽の߇あると考えている。 

網 ૒藤とᏒᎹの両者߇直接的に対立ߒていること߇わ߆る文献ޔ߿相੕の批್等ޔߪ管見ߪߢ見ࠇࠄ

教ޟるߔ排߇૒藤ޔߪߢい現状ߔ߿ࠇࠄ対比的に捉え߇ޠ学ぶことޟとޠ教えることޟޔߒ߆ߒ。いߥ

えるޠこととᏒᎹ߇㊀視ߔるޟ教えるޠことߪいつ߹ߢ経ߞて߽交ࠅߓ合わޔߕᐔ行線を辿る߹߹ߢ

ある。筆者ߴߔޔߪてޔ一元的ߥ考え方ߢ教育を行うことࠃޟ߇いޠと考えてߪいߥいޟޔ߇教育ޠ

というࠃޡޟくࠈߥޢうとߔるこ߽ߤをࠃޡくࠃߒޢうޠとߔる営みࠄ߆考えたとޔ߈進み過߉るޟ分
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化ߪޠ望߹ߒくߥいと考えるのߢある。 

᧛੗ޔߪ教育学ޟ߇人間をޡ善くߔޢる活動についての研究ޠ
3
ゆるࠄたあߞあることの自覚を失ߢ

研究の᜛大を憂慮ޔߒ次のࠃうに述ߴる
4
。 

網 網 網 研究ޔ特にߪ教育学において߇ߛޔての߫あいと同様ߴߔく他の諸科学のࠄおそޔ߿੹ޔߪ⑳

の強力ߥ統合への試み߇必要ߢあると思う。ޔ߽߆ߒそߢߔޔߪࠇに専門分化ߒてߞ߹ߒた研究

者߿研究領域の間ߢのනߥるද力߿総合以਄の߽のߥߢけߥࠄߥ߫ࠇい。ޟޔࠈߒ߻教育ޠの研

究߇⑳たちにとߞて何のためにあるの߇߆基本的に෻省さޔࠇ吟味さޔࠇその෻省と吟味の਄に

立ߞてߴߔޔての研究ޔ߇人間にとߞての教育学とߒて統合さࠇえߥけߥࠄߥ߫ࠇいのߢある。 

本Ⓜޔߪߢ਄記の᧛੗の言に代表さࠇる立場をណることにߔる。᧛੗の指摘をさࠄに発展さߖるとޔ

人間のための教育学とߒての専門領域間のޟ統合ߛޠけに留߹ޔߕࠄ研究成果のޟ統合ޠという動߈

߽必要にࠈߥう。 

教育学における多くの混乱の原因ޔߪ਄述のࠃうޟߥ教えることޟޠ学ぶことޠというޟこと߫ޠ

その߽のの曖ᤒさに多くの問題߇潜ߢࠎいるのߥߪߢいࠈߛう߆。このޟこと߫ޠの問題ޔߪනに表

面的ߢሼ義的ޟߥ言葉のあޠ߿の類ߥߪߢい。 

そこޔߢ本Ⓜの主眼ߪ次のਃ点に߹とめࠇࠄる。 

第一にޔ᧛੗߇いう教育の定義に立ちޔ研究成果のޟ統合ޠという問題意識を基にޔ਄記のࠃうにޔ

 。ることにあるߔを中心に検討ޠ学ぶことޟとޠ教えることޟ

第ੑにޔ↰੗ᐽ雄の論考ޟࠄ߆教えることޠとޟ教え込߻ことޠの差異のベ郭をឬޟޔ߈教えるこ

と߇ޠ機能ߔる条件を考える。その਄ޔߢ૒藤学とᏒᎹ伸一の論考を比較ޔߒ両者߇用いているޟ教

えることޠとޟ学ぶことޠを検討ߔる。 

第ਃにޔ૒藤とᏒᎹの比較検討にߞࠃてޟޔ教えることޠとޟ学ぶことޠに見ࠇࠄる課題をឭ起ߔ

る。 

 

Τ．ޟ教え込ޟ߿ޠߺ知識注入ޠに対ߔる批್ 

૒藤とᏒᎹの問題意識ޔߪ学習者のޟ学び߇ޠ成立ߒていߥい状況を憂慮ߔる点ߢ共通ߒている。 

૒藤ޔߪᓥ来のޟ勉強ޠをޟ教科書の内容を教師߇伝㆐ߒ説᣿ߒてޔ子ߪ߽ߤその説᣿を聞࡯ࡁ߈

ޠるߔ暗記ߒ習熟ࠄߔた߭ޔࠅをと࠻
5
߽のとߒてޟޔ勉強ޟࠄ߆ޠ学びޠへの転឵を主張ߔる。 

一方ߢᏒᎹޟޔߪ教え込みޟޠ知識注入ޠの෻省とߒてዉ入さࠇたޟ教えߕに考えさߖる授業ޔ߇ޠ

ޠい授業ߥࠄ߆わޟ
6
とޔࠅߥ学習者のޟ学びࠄ߆の逃走ޠを助長ߒていると分析ߒている。ᏒᎹの場

合ޟޔߪ教えるޠこととޟ教え込ޠ߻ことを分けた਄ޟޔߢ教えることޠの㊀要性を主張ߔる。両者

の࡯ࡠࡊࠕチߪ異ߥるޔ߇学習者のޟ学びޠを保㓚ߔるためにޔ教師ߤߪのࠃうߥ働߆߈け߈ߢ߇る

の߆を問題にߒているのߢある。 

一般的にޔ学習者ޟ߇学びࠄ߆逃走ߔるޠのޔߪ教師にࠃる一方的ޟߥ教え込みޟ߿ޠ知識注入ޠ
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߇ޠ知識注入ޟ߿ޠ教え込みޟているࠇ実際に問題とさޔࠄ߇ߥߒ߆ߒ。多い߇ることࠇ元凶とさ߇

߆こにあるのߤߪの差異ޠ教えることޟとޠ教え込みޟޔてߒそޔ߆ているのߒ実態を指ߥうࠃのߤ

についてޔߪ漠然とߒていてޔ不᣿ߢある。 

 

Υ．ޟ教えることޠとޟ教え込߻ことޠの差異 

ここޔߪߢ↰੗ᐽ雄(1994)の論考を基にޟޔ教えることޠとޟ教え込߻ことޠとの差異のベ郭をឬ

くことにߔる
7
。 

網 ↰੗߇ឭ示ߔるޟ教授学習過程ޟޔߪޠ教授ޠとޟ学習ޠとを一体߽ߥのと捉えޔ主体的学習を目

指߽ߔのߢある。教授学習過程に必要ߥ要素とߒてޔ↰੗ޟߪ強制的教授ޠとޟ興味を引߈起こߔ教

授ޠのੑ点をあߍる。このੑ点ޟޔߪ教えることޠとޟ教え込߻ことޠとの差異のベ郭をឬく視点に

る条ߔに機能ߕࠄߥとޠ教え込みޟ߇ޠ教えることޟޔߒ੗の論考を確認↰ߢ以ਅޔる。そのためߥ

件を考える。 

㧝．ޟ教え込߻ことޠの輪郭 

↰੗ޟޔߪ教授ޠとޟ学習ޠと߇一体とߥるޟ教授学習過程ޠを㆐成ߔる要素とߒてޟޔ強制的教

授ޠとޟ興味を引߈起こߔ教授ޠの在ࠅ方について触ࠇている。߹ޟޔߕ強制的教授ޔߪޠ↰੗にࠃ

ޠ伝㆐ߥ知識の一方的ޟޔ߫ࠇ
8
無関係に必要不可ᰳの知識を習得ߪの主体的学習と߽ߤ子ޟޔࠅあߢ

さߖるᤨに用いる方法ޠ
9
こߥうࠃߋの学習意欲を削߽ߤ子ޟߪޠ強制的教授ޟこのޔߒ߆ߒ。あるߢ

と߇あߞてߥࠄߥߪいޠ
10
ためにޟޔ子߽ߤ自身߇主体的学習に必要ߥ知識のためߢあることޠ

11
を十

分理解ߒていߥけޟޔ߫ࠇ教え込みޠとߞߥてߒ߹う߽のߢある。 

次ޟߪ興味を引߈起こߔ教授ߢޠある。↰੗にޟޔ߫ࠇࠃ興味を引߈起こߔ教授ޟޔߪޠ学習その

߽のの面⊕さޠを学習者߇体験ߔるために行わࠇる߽のߢある
12
。このޟ学習その߽のの面⊕さޠを

学習者߇体験ߔるためにޟޔߪ学習内容への興味・関心ޠとޟ学習内容の理解߇ޠ必要にߥる。 

つ߹ޔࠅ教師߇行うޟ教授ޔߪޠ学習者߇学習内容に興味を抱ޔ߈その学習内容をޟ理解ޟߒޠ考

えることޟޔߢޠ学習その߽の߇面⊕いޠと体験ޔߒさߥࠄるޟ学習意欲ޠへとㅪ動ߒていくための

過程ߥのߢある。言い឵えޔ߫ࠇ学習者のޟ興味・関心ޟޠ学習内容の理解ޟޠ学習その߽のの面⊕

さの体験ޟޠ学習意欲ޠに配慮ߥߒいޟ教授ޠをޟ教え込みޠということ߈ߢ߇る
13
。 

㧞．ޟ教えること߇ޠ機能ߔる条件と対話性 

以਄の点を踏߹えてޟޔ教えることޟ߇ޠ教え込みޠにߕࠄߥに機能ߔるための条件をあߍるとޔ

次のਃ点にࠈߥう。 

第一にޔ教師ޟ߇強制的教授ޟࠄ߆ޠ主体的学習ޠへの接⛯の見通ߒを持ちޔ接⛯のࠩ࠺インをឬ

くことߢある。主体的学習その߽のへのᔒ向ߥ߇いޟ強制的教授ޔߪޠ一方的ޟߥ教え込みޠとߥる

ෂ険性߇高い。 

第ੑにޟޔ強制的教授߇ޠ行わࠇる理由ޔߪあく߹ޟ߽ߢ主体的学習ߢ必要ߢあるためޠという共
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通認識を教師と学習者߇持つことߢある。こޔߪࠇ第一のޟ主体的学習への接⛯ޠをᔒ向ߒたことを

前ឭにߒている。学習者にとߞてޟ必然性߇感ߥࠇࠄߓい学習ߪޠ⧰役に等ߒいߢߕߪある。 

第ਃにޔ学習者のޟ興味・関心を引߈付けることޠとޟ学習意欲を削ߥ߇いことޠ㧔学習意欲を喚

起ߔること㧕ߢある。 

こޟޔࠄ߆ࠄࠇ教えること߇ޠ機能ߔる条件ޟߪ対話߇ޠ成立ߔる条件と近似ߒていること߇わ߆

る。ここߢ用いるޟ対話ޠとޟޔߪ目的意識ޟޠ事意識ޟޠ相手意識ޠにߞࠃて成ࠅ立つ෺方向的コ

つつߒに配慮ޠ興味・関心ޟ学習者のޔߪޠ教えることޟޔࠅ߹ある。つߢションのこと࡯ケ࠾ュࡒ

㧔相手意識㧕ޟޔ学習その߽のの面⊕さޠを体験さޔߖ学習意欲を喚起さޔߖ主体的学習へዉくため

に㧔目的意識㧕ޔ教科の内容をᎿᄦߔる㧔事意識㧕ことߢ機能ߔるといえる。 

教ቶߢの教授学習ޔߪߢ学習者߇学習へのޟ目的ޟ߿ޠ必要性ޠ߹たޟߪ興味・関心ޠを持ߞてい

うࠃう。このࠈあߢいߥߒて߽う߹く機能ߞを行ޠ教授ޟ߇教師ࠄいくޔある。この場合߇い場合ߥ

とޠ教え込みޟ߇い一方向性ߥߒ学習者の状況に配慮ߥうࠃこのޔ言い難くߪとޠ対話的ޟߪ状況ߥ

いう形とޟޔࠅߥ学習者の学習意欲を削ޟ→ޠߋ学習内容に興味・関心߇湧ߥ߆いޟ→ޠ学習内容߇

理解ߥ߈ߢいޟ→ޠ学習その߽のの面⊕さを体験ߥ߈ߢいޟ→ޠ学習意欲߇ૐਅߔるޟ→ޠ学習ࠄ߆

逃走ߔるޠというᖡᓴ環に㒱ると考えࠇࠄる。 

㧟．村井の教育観との関わࠅ 

਄記ޟޔߪߢ教えることޠの条件をឭ示ߒた。この条件を᧛੗の教育観ࠄ߆検討ߒてみたい。᧛੗

の考え方ޟޔߪ学習者ࠃޡߪくࠈߥޢうとߒているのޔࠄ߆ߛ教師ߪ手を加えߥい方ࠃ߇いのߥߪߢ

いޠ߆という消極的ߥ教育論と誤解さߔ߿ࠇい面߇ある。ޟ教えることޠとޟ学ぶことޠを例にあߍ

るとޔ᧛੗の考え方ޔߪ教師ޟ߇教えることࠅࠃޠ子߇߽ߤ自発的にޟ学ぶことޠを㊀視ߔるࠃうに

捉えߔ߿ࠇࠄいということߢある。 

᧛੗ޟޔߪいいవ生ޠの説᣿をࠄ߇ߥߒ次のࠃうに語る
14
。㧔ਅ線部ߪ引用者にࠃる。以ਅ同ߓ㧕 

網 網 網 た߆ߒに彼㧔ޟいいవ生ޠ：引用者注㧕ޔߪ子߽ߤのޟ善さޠを育てるのޔ߇ߔߢそのޟ善さޠ

߇その点。ࠎߖ߹ࠅあߪߢの中にあるわけ߽ߤ子ࠄ߆めߓߪてߒߞけߪ 2 ࿑㧔表 1 を指ߔ：引用

者注㧕㧔農耕࡞࠺ࡕ㧕の場合とち߇い߹ߔ。子ߪ߽ߤたޟߛ善くࠈߥޠうとߒているߛけߔߢ。

そࠇをޟ善さޠに変えさߖるためにޟ教科߇ޠ使わޟ。ߔ߹ࠇ文化ޠというのޟޔߪ善くࠈߥޠ

うとߔる人間߇つくࠅ出ߒた߽のߢあޔࠅその意味ޟߢ善い߽のޠといえ߹ߔ。子߽ߤたち߽い

る必要ߔにࠅ߆߇た文化を手ࠇࠄ過去に作ߕ߹ޔ߇ߔߢていくのߒ出ࠅをつくޠ文化ޟこのࠇߕ

ߥけることに߆߈に働߽ߤ子߇てవ生ߞを߽ࠇそޔてߒとޠ教科ޟをࠇそޔࠄ߆ߛ。ߔ߹ࠅあ߇

るのޟ。ߔߢいいవ生ޠたちޔߪ意識ߔるとߥߒいとに߆߆わޔߕࠄみߥ実際にこういう઀事を

Ꮑみにߒて߈ているわけߔߢ。 

網 網 網 ߹ていߞ㆑ࠄ߆最初ޔことと߽ߥうࠃという߻をන純に教え込ޠ文化ޟޔߪこのことޔߒ߆ߒ

߇この点。ߔ 1 ࿑㧔表 1 を指ߔ：引用者注㧕㧔手細Ꮏ࡞࠺ࡕ→生産࡞࠺ࡕ㧕の場合とのち߇いߢ
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 。ߔ

網 網 網 子߽ߤ自身ޟ߇善くࠈߥうޠとߒているのߢあޔࠅいわ߫ޟ善さޠを外部につくࠅ出そうとߒ

ているのߒ߆ߒ。ߔߢそࠎߥޔߪࠇの手ߒߥ߽ࠅ߆߇に߈ߢるわけߪߢあࠎߖ߹ࠅ。手ߥࠅ߆߇

幸いにޔ߇ࠈとこ。ߔߢけߛるߔࠅたߞ迷ޔࠅたߞ焦ޔࠅいた߇無㚝に߽ߪたち߽ߤ子ޔߪߢߒ

߹つޔた過去の人々߈て生ߒうとࠈߥޠ善くޟくߓと同߽ߤその子ޔߪという߽のޠ善さޟޔ߽

社会に蓄積ߢという形ޠ文化ޟࠅ߹つޠ善い߽のޟޔࠇ出さࠅてつくߞࠃたちの␲వに߽ߤ子ࠅ

さࠇてい߹ߔ。そこߢవ生ޔߪそࠇをޟ教᧚ޠとߒて利用ޔߒそࠇを߽ߞて子߽ߤに働߆߈ける

のߔߢ。当然ޔ子߽ߤたち߽ޔ過去にޟ文化ޠをつくࠅ出ߒた人々と同ߓ構ㅧを߽ߞて成長ߒて

いくわけޟޔࠄ߆ߔߢ教᧚߇ޠਈえࠇࠄるとޔそࠇを自分の養分にޔࠄ߇ߥߒ自分ࠅߥのޟ善さޠ

をいࠇߕ実現ߒていくのߔߢ。 

࿑㧝網 教育のਃつの࡞࠺ࡕ

枡枯

網

 

網 引用中のޟ手ޠࠅ߆߇という表現に見ࠇࠄるࠃうにޔ᧛੗の教育観࡞ޔߪソ࡯に見ࠇࠄるࠃうߥ消

極的教育観とߪ異ߥる߽のߢある。ޟ手ޠࠅ߆߇を߽ߞて教師ޟ߇働߆߈けることޠを必要とߔる教

育観ߥのߢある。᧛੗߇いうޟ手ޟߪޠࠅ߆߇教科ޠを指ߒているޔ߇そのޟ教科ޠの学習指ዉにお

けるޔ教師のޟ働߆߈けߪޠ大߈くੑ種類に分けること߈ߢ߇る。そのੑつޟ߇教えることޠとޟ学

びを援助ߔることߢޠある。このੑ種類の差異を考察ߔるためにޔ૒藤学とᏒᎹ伸一の論考を取ࠅ਄

 。てみるߍ

 

Φ㧚૒藤ޟਃつの対話的実践ޠとᏒᎹޟ教えて考えさߖる授業ޠとの比較網

㧝．૒藤によるޟ対話的実践による学びޠ論―構成主義的ࠕߥプࠄ߆࠴࡯ࡠ― 

㧔㧝㧕྾つの構成主義とその問題点の解᳿ 

૒藤ߪ構成主義㧔社会的構成主義㧕の学びを次のࠃうに説᣿ߔる
16
。 
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網 網 構成主義の学びとޔߪ所定の知識߿ᛛ能の習得ߥߪߢくޔ学習者߿ࡁࡕ߇人を媒੺とߔる活動

を通ߒて意味と関係を構成ߔる学びを意味ߒている。 

管見ߪߢあるޔ߇構成主義の学びの理論ޔߪߢ教師ޟ߇教えるޠということを問題にߒߪていߥい。

学習者ߤޔ߇のࠃうに自身のޟ意味ޟ߿ޠ知識ޠを構成ߔるのޔ߆という点に焦点߇当てࠇࠄている

ためߢある。ޔߒ߆ߒ論者にߞࠃてޟ構成主義ޠ㧔ޟ構築主義ޠ㧕の定義に差異߇見ࠇࠄる。教育に

おける構成主義の分類についてޔ中᧛恵子(20012007ޔ)߇詳述ߒている߇
17
ߓ૒藤の論ޔߪߢ本Ⓜޔ

るޟ構成主義ޠを中心に確認ߒたい。 

網 ૒藤(1996)ޟߪ構成主義ޠの学習論を以ਅの四つの系譜にᢛ理ߒている
18
。 

網 網 網 構成主義の学習論ޔߪ大߈く分けて四つの系譜において成立ߒている。第一ޔߪ心理学的ߥ構

成主義の系譜ߢあޔࠅ第ੑޔߪ人Ꮏ知能を࡞࠺ࡕとߔる認知心理学的ߥ構成主義の系譜ߢあޔࠅ

第ਃޔߪ文化・ᱧผ心理学の構成主義の系譜ߢあޔࠅ第四ޔߪ文化人類学的ߥ構成主義の系譜ߢ

ある。 

૒藤ޔߪ四つの構成主義の流ࠇを踏߹えޔ構成主義の根本的ߥ問題の߭とつを次のࠃうに捉えてい

る
19
。 

網 網 網 構成主義ޔߪ現実の認識を意味の構成とߒて捉えているޔ߇その背後ޔߢ意味を構成ߔる主体

て߽ߞこの主体の⛘対化にあると言ޔߪている。構成主義の根本問題ࠇ対化さ⛘ࠇ不問に付さߪ

構成主義ޔびࠃおޔ࠻࡞ࠞ࠺たߒ主観とቴ観߽ੑ元化ߒ心身をੑ元化ޔߪう。その淵源ࠈߛいࠃ

の認識論をޟ主体ޠの概念ߢ基礎ߠけたࠞン࠻のޡ純粋理性批್ޢに見ること߈ߢ߇る。㧔̖中

略̖㧕この主体߇⛘対化さࠇた構成主義の学びにߪ身体性と他者性ᰳ߇落ߒておޔࠅ身体と環境ޔ

自ᚒと多ᚒޔ意識と無意識ޔ自然と社会等のᓴ環的ߥ交通߇脱落ߒている。 

このࠃうに૒藤ޔߪ構成主義の問題点を乗ࠅ越えޟޔ学びの共同体ޠ論をឭ唱ߒていると考えࠇࠄ

る。ޟ学びの共同体ߢޠの実践の軸ޔߪ引用中のޟᓴ環的ߥ交通ޠという言葉に象ᓽさࠇる以ਅのਃ

つのޟ対話的実践ޠと考えてࠃい。 

㧔㧞㧕三つの対話的実践 

網 ૒藤ޟޔߪ対象との対話ޟޠ自己との対話ޟޠ他者との対話ޠのਃつの対話的実践を掲ߍる。 

網 第一のޟ対象との対話ޟޔߪޠ対象を認識ߒ言語化ߒ表現ߔる文化的・認知的実践ߢあޔࠅこࠇ߹

ޠ対応߇の活動ޢ学習ޡた߈てࠇࠄ一般に語ߢ
20
 。あるߢる߽のߔ

網 第ੑのޟ自己との対話ޟޔߪޠ対象との対話ޠと同様にޟ自己との対話߽ޠ言語的実践と૏置ߠけ

るߔうに説᣿ࠃ次のߪる。૒藤ࠇࠄ
21
。 

網 網 網 学習者ޔߪ対象の意味を構成ޔߒ世界との関係を構築ޔࠄ߇ߥߒ同ᤨにޔ自己内対話を通ߒてޔ

自己の保有ߔる意味の関係を✬み直ޔߒ自己の内側の経験を再構成ߒている。 

網 第ਃޟޔߪ他者とのコࡒュ࠾ケ࡯ションという社会的過程において表現ޠ
22
さࠇる߽のޔߢ端的に

いえ߫ޟ他者との対話ߢޠある。 
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網 こࠄࠇਃつの対話的実践を軸とߔるޟ学びޠを૒藤ߪ次のࠃうに߹とめる
23
。 

網 網 網 学びの実践とޔߪ教育内容の意味を構成ߔる対象との対話的実践ߢあޔࠅ自分自身と෻省的に

対峙ߒて自己を析出ߒ⛯ける自己内の対話的実践ߢあޔࠅ同ᤨにޔそのੑつの実践を社会的に構

成ߔる他者との対話的実践ߢある。このਃつの実践ޔߪそ߇ࠇߙࠇ相੕に媒੺ߒ合う関係を示ߒ

ている。㧔̖中略̖㧕学びの実践とޔߪ対象世界との対話とߒて遂行さࠇるត究と表現の実践を

軸とߒてޔ਄記のਃつの対話的関係を相੕に発展さߖる実践と言ߞてࠃいࠈߛう。学びの実践ޔߪ

ࠅくߠ仲間ޟとޠ㧔倫理的・実ሽ的実践㧕ߒ自分តޟとޠ㧔認知的・文化的実践㧕ࠅくߠ世界ޟ

㧔社会的・᡽治的実践㧕߇ޠ相੕に媒੺ߒ合うਃ૏一体の実践ߥのߢある。 

網 このࠃうߥ対話的実践を軸とߒた学びを構築ߔるためにޔ૒藤ߪ教師の役割とߒてޟ聴߈合う関係ޠ

をዅ㊀ߔる
24
。 

網 網 網 第一にޔその意見ࠠ࠹߇ス࠻のߤの言葉に触発さࠇて生߹ࠇているのޔ߆第ੑにޔその意見߇

教ቶの他の生ᓤのߤの発言とのつߢࠅ߇ߥ生߹ࠇているのޔ߆そߒて第ਃにޔその生ᓤの前の発

言とߤうつߞ߇ߥているの߆というޔਃつのつࠅ߇ߥの中ߢ聴くことߢある。 

૒藤߇いうޟ学びޠとޟޔߪਃつの対話的実践ޠにߞࠃて起こる߽のߢあޟޔࠅ学びޠを支えるた

めに教師ߪこのਃつのつޟߢࠅ߇ߥ聴くޠこと߇㊀要ߢあるとߔる。ゆえにޔ૒藤ޔߪ教師に学習者

の発言をޟ聴くことޠを要求ߒている。このᤨޔ教師ߪ学習者にとߞてޟ他者ߢޠある。つ߹ޔࠅ教

師と学習者߇コࡒュ࠾ケ࡯ションをとるᤨޟޔߪ他者との対話ޠというޟ対話的実践ޠに૏置ߠけࠄ

ޠ対話的他者ޟての教師をߒとޠ他者ޟこのޔߪある。૒藤ߢるわけࠇ
25
と定義ߔる。つ߹ޟޔࠅਃ

つの対話的実践ޠを支えるޟ他者ޠとߒての教師という意味ߢある。ޟޔߒ߆ߒ対話的実践ޠを行う

教師の役割とߒてޔ૒藤ޟߪ聴くことޠを取ࠅ਄ޔߍ㊀視ߒていて߽ޟޔ問い߆けることޟ߿ޠ伝え

ることޠにߪ触ࠇていߥい。教師ޟࠄ߆教えること߇ޠ取ࠅ਄ࠇࠄߍていߥいのߢある。ここにޟਃ

つの対話的実践ޠの問題点߇潜ߢࠎいるといえࠃう。 

㧔㧟㧕三つの対話的実践のౕ体 

਄記の問題点を視ᐳとޔࠄ߇ߥߒ૒藤߇記述ߒた算数科と国語科の実践ࡕࡔを考察ߔる。 

(a)網 実践ࡕࡔ―算数科― 

網 以ਅޔߪ算数科ޟ分数ޠの授業ߢある。この授業の主発問2ޟߪ 本のࠞス࡜࠹を 3 人ߢ分け߹ߔ。

あるߢޠ。うࠂߒߢいいࠄう分けたߤ
26
。 

2ޟ 本のࠞス࡜࠹を 3 人ߢ分けると一人分ߪいくつにߥる3。ޠ߆ 等分ߒたの3ޟࠄ߆ߛ 分の ޠ1

3ޟߪ࡜࠹一人分のࠞスޔのにߥ 分の 2 ಾߢޠࠇある。この難問に子߽ߤたち߇必死に取ࠅ組ߢࠎ考

えた解᳿6ޟޔߪ 分の ࠄߥࠇこޔߤ߶るߥ。たߞߛという解答ޠ2 2 ಾߛࠇと納得߇いく。ޔߒ߆ߒ

6ޟ 分の 3ޟޔ߽ߢ共通ߪという解᳿ޠ2 分の 3ޟޔ߫ࠇあ߽ࡊ࡯࡞たࠣߒを併記ޠ1 分の を併記ޠ2

 。たߞあ߽ࡊ࡯࡞たࠣߒ



－網拘拙枡網－網

૒藤さࠎ㧔授業者の૒藤敦子氏を指ߔ：引用者注㧕ޔߪ黒᧼に掲示ߒた 1 の棒のਅに3ޟ 分の ޠ1

の棒 3 本を示ޔߒさࠄにそのਅに6ޟ 分の の棒ޠ1 6 本を示ߒた。そߒてޔ黒᧼の࿑に注意を喚起ߒ

3ޔるのߥいくつにߪ一人分ޟޔࠄ߇ߥ 等分ࠄ߆ߛ 3 分の 1 のߥߕߪのにߗߥޔ 3 分の 2 ಾߥࠇのޠ

と㊀ߨて聞いている。ここ߽ߢつぶ߇߈߿さߥߑみのࠃうに広߇る1ޟޔ߇ 本ߛと 3 分の 1 ޔࠄ߆ߛ

2 本ߥのߢ 3 分の 1 と 3 分の 1 とߢ 3 分の 2ޟޔ߆とޠ2 本を 6 つに分けて 2 つ分ࠄ߆ߛ 6 分の ޠ2

という以਄の意見ߪ出てこߥい。 

網 ここにޟޔ教えることޠのߥいޟ対話的実践ޠの限界߇見ࠇࠄる。授業のዉ入部ޔߢ分数の基本的

2ޟޔߢ考え方を教えた਄ߥ 本のࠞス࡜࠹を 3 等分ߒたࠄ一人分ߤߪうߥるޠ߆と問題解᳿へと移る

ことの方߇自然ߢあࠈう。以ਅߪその後の展開ߢある
27
。 

割合分数と㊂分数の඙別߇困難ޔࠄߥ一ᐲߪ迷いに迷ߞた߶う߇いい。૒藤さߪࠎそう್断ߒた。

2ޟ 本のࠞス࡜࠹を 3 等分ߒた一人分を分数ߢ示ߔとߤうߥるのޠ߆。正解3ޟߪ 分の 3ޟとޠ1 分

の 2 本ޠの 2 つߢある。ޔߒ߆ߒ子߽ߤたちߛ߹ޔߪそこ߹ߢ到㆐ߒてߪいߥい。 

ここޔߢ元樹6ޟ߇ 分の 2 とߛ 2 本ߢ 6 分の 4 にߥるߕ߹ޔࠄ߆いߥ߾ߓࠎいのޠと⛘妙の疑問

を投߆ߍけた。㧔̖中略̖㧕߽う授業を始めてࠄ߆ 60 分以਄を経過ߒていた。元樹の発ߒた問いߪ

次の授業に߹わさߑるをえߥい。子߽ߤたち߇迷いに迷ߞて次の問いへと直面ߒたことޔߢこの授

業ߪ大成ഞߢある。 

この授業߭ޔࠄ߆ࡕࡔと߭ࠅとࠅのつぶ߈߿を教師ޟߪ聴ޟޔޠ߈つߥいߢいるޠこと߇わ߆る。

。߆うࠈあߢのߛࠎことを学ߥうࠃのߤޔߪ学習者ޔߢの無い授業ޠ教えることޟࠄ߆教師ޔߒ߆ߒ

この授業ޔߪߢ教師ࠄ߆出さࠇたޟ問いޟ߇ޠ問いޠの߹߹ߢある。問題解᳿を通ߒて子߽ߤたちに

学習さࠃߖうとߒた内容ޔߪ子߽ߤたちに理解さࠇているのߢあࠈう߆。こޟޔߪߢࠇ問題の解᳿ޠ

にߞߥࠄߔていߥい。 

߹たޔこの授業ޟߢ学߷うとߒたことޠをߛࠇߤけの子߇߽ߤ理解߈ߢたの߆について߽疑問߇ᱷ

る。学習者たちにとߞてޟޔ分数ޠのࠃうに未知の概念を対象に学ぶᤨޔߪ教師੍߇めޟ説᣿ߔޠるޔ߆

問題解᳿の手ࠅ߆߇を伝えߥけޔ߫ࠇ問題解᳿ߤこޟޔ߆ࠈ学ぶޠことさえ成立ߥߒいෂ険性߇ある。 

(b)網 実践ࡕࡔ―国語科― 

網 次の実践ޔߪࡕࡔ国語科ޟわにのおߓいさࠎのた߽ࠄ߆のߢޠある
28
。 

勝ᴧさ߇ࠎ準備ߒたࠫޟャンࡏ教科書ޠの模ㅧ⚕の真ࠎ中にޔߪその場面の教科書の挿⛗࡜ࠞ߇

 。ていたࠇࠄߍ掲ߢ࡯ࡇコ࡯

合いたいߒ話߿の疑問ࠇߙࠇそߪたち߽ߤ子ޔߋߔޔるとࠇࠄߍ黒᧼に掲߇ޠ教科書ࡏャンࠫޟ

ことをᐳߞた߹߹ߢ語ࠅ出ߒた。ޡޟ思わޔߕおにの子ߪ߷うߒをとߒ߹ࠅたޢと書いてあるけޔߤ

のޢたߒ߹ߒ目をਣくޡޟ߇た。竜彦ߞญ火をಾ߇芳雄ޔとޠたの㧫ߞ帽子をとߪおにの子ޔߗߥ

ߤߪのޢたߒ߹けを見てい߿ᄕ߽ߢ߹いつޡ最後のޔߪ僕ޟ߇正ޔるとߔと発言ޠて㧫ߒうߤޔߪ
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うߒて߆を考えたいޠと⛯く。その間ޔ勝ᴧさޔߪࠎ黒᧼のࠫޟャンࡏ教科書ޠの⹥当ߔる箇所にޔ

発言の一つ߭とつを書߈込ߢࠎいる。㧔̖中略̖㧕 

網 子߽ߤたちの発言ޟߪおにの子ߤߪのくࠄい目をਣくߒたࠈߛࠎう㧫ޠという恵子の発言を皮ಾ

ていߒる疑問へと移行ߔを中心とޠうにࠃのߤޟとޠいࠄくࠇߤޟࠄ߆という疑問ޠߗߥޟޔにࠅ

る。ߥࠎߤޟ気持ちޔߢおにの子ߪ帽子をとߞたの߆を考えたいޠという真ᄹ美ޡޟޔ世界中ߢい

ち߫ߔࠎてߥ߈ᄕ日ޢというのߥࠎߤߪ美ߒさߥのޔ߆考えたいޠという知子へと⛯く。さࠄにޔ

子߽ߤの発言を聴いているとޔ授業の前半ޟߪߢおにの子ޠの行動を中心に疑問߇出さࠇていたの

に対ߒてޔ授業の中⋚ޔߪߢこの場面にឬࠇ߆ている情᥊߿おにの子の感情を中心とߔる疑問へと

ផ移ޔߒその後ޟޔおにの子ޠの見たቲ物ߪ何ߞߛたの߆という疑問ޟ߿わにのおߓいさ߇ޠࠎ埋

めたቲ物の箱の形状߿ቲ箱の中身に対ߔる疑問へと進行ߒている。 

網 この学び߽ޔ基本的に問題解᳿型ߢある。学習者ߪ各々のޟ考えたいこと㧔問題㧕ޠを発言ޔߒそ

の問題を授業者߇黒᧼に⾍ࠅ出さࠇたࠫޟャンࡏ教科書ޠの行間に記入ߒていく。૒藤にࠃるとޔそ

のࠫޟャンࡏ教科書ߪޠ真ߞ黒にߥる߶ߤ子߽ߤの発言ߢ埋めࠇࠄている。その後ޔ問題߇出ዧくߒ

たとこޔߢࠈ行間に記入さࠇた問題と共にޔ文章を場面の最初㧔おにの子߇ᄕ߿けと出会う場面㧕߆

あるߢその記録ߪ活動へと移る。以ਅޠត究ޟޔみ進め⺒ࠄ
29
。 

にࠅ߹あޟ߇ある。正ᄦߢという箇所ޠたߒ߹ߒ目をਣくޟᄕ焼けを見て߇ޠおにの子ޟߪߕ߹

ᄕ焼けࠇ߈߇いޠࠄ߆ߛと発言ߔるとޔ和樹ޟ߇おにの子ߪこߥࠎ美ߒいᄕ焼けを初めて見たޠࠄ߆

と言いޟޔ世界中ߢ一番美ߒいᄕ焼けޠࠄ߆ߛと辰ᄦ߇付け加えた。このޟ目をਣくߒ߹ߒたޠと

いう言葉一つޔ߽ߢ仲間同士の多様ߥ⺒みを擦ࠅ合わࠎߤࠎߤޔ߫ࠇߖ⺒み߇豊߆に広ߞ߇てゆく。

勝਽ޟ߇おにの子ޡߪಾࠅ立つࠃう߇ߥけの਄の岩場ޢに立ߞているߏߔ。ࠂߒߢい岩場ࠄ߆見て

いるࠄ߆ᄕ焼けࠃ߇けいにࠇ߈いߥ߾ߓࠎߥいޠと発言ߒてイࠎߋ߇ࠫ࡯ࡔと広߇るとޔ正美ޟ߇お

にの子の߹わ߇ࠅ全部ᄕ焼けߏߔ。ࠂߒߢくࠇ߈いߥᄕ焼けに包߹ࠇて輝いているޠと発言ޔߒこ

のޟ輝ޠ߈という言葉に触発さࠇていくつ߽のつぶ߇߈߿広ޔࠅ߇信ᄦߞ߈ޟ߇と␹様߇降ࠅてく

るࠃうߥᄕ焼けߞߛたޠࠃߛࠎと言う。㧔̖中略̖㧕 

網 2 年生とߪ思えߥい߶ߤ多彩ߥイ߇ࠫ࡯ࡔ交流さޔࠇ深い⺒みの展開ߢある。そߒてޔ文章の言葉

にහߒた㧨⺒みឬ߈㧪の交流߇授業の中心課題ߢあޔࠅ子߽ߤたちの学び合いの喜びにߞߥている。 

網 ૒藤ޔߪ教師のޟ聴߈合う関わޠࠅを視点とߒて取ࠅ਄ߍているに߽関わޔߕࠄ教師ߤ߇のࠃうに

߆߈働ޟ教師のޔい。そのためߥ記録に߇߆のޠけたߠ価値ޟޔߒޠ応答ޟޠ߈学習者の発言を聴ޟ

け߿ޠ学習者の発言のޟつߪޠࠅ߇ߥ見えߥい。 

加えてޔ学習者同士߇つࠅ߇ߥあう対話とߒて授業߇進߹ޔߕ考えたことをන発的に発言ߒている

ޠࠄ߆ߛいࠇ߈߇にᄕ焼けࠅ߹あޟޔてߒた理由に関ߒޠ目をਣくޟ߇ޠおにの子ޟ。うに見えるࠃ

という発ޠࠄ߆ߛいᄕ焼けߒ一番美ߢ世界中ޟޠࠄ߆いᄕ焼けを初めて見たߒ美ߥࠎこߪおにの子ޟ

言߇ある。ࠠ࠹ޔߒ߆ߒス࠻の叙述ߪ以ਅのࠃうにߞߥている
30
。 
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ここ߆ߖޔߪいࠀߓうߢいち߫ߔࠎてߥ߈ᄕ߿け߇見ࠇࠄる場所ߛࠎߥ―と思い߹ߒた。 

実際にޟޔ世界中ߢ一番ߔてߥ߈ᄕ焼けߢޠあるのޔ߆⊓場人物߇そのࠃうにޟ思ߞたޠの߆にߪ

㆑い߇ある。例え߫ここޔߢ教師ޟ߇教科書にߤߪのࠃうに書いてあߒ߽ޠ߆ߔ߹ࠅくޡޟޔߪ思い

ߞߛ本当に世界一のᄕ焼けޟޔࠄけた߆と問いޠ߆うࠂߒߢういうことߤߤと書いてあるけޢたߒ߹

たのޡޔ߆おにの子߇ޢそう思ߞたのߞߤޔ߆ちࠈߛうޠと思考߇揺さぶࠠ࠹ޔࠇࠄス࠻の言葉をࠃ

 。うࠈあߢるࠇࠄ深く考えࠅ

つ߹ޔࠅこの実践においてޔ教師ޟߪ聴くことޠを㊀視߉ߔߒてޔ国語科ߢ大ಾにޟ߈ߴߔ言葉を

中心に考えޔ表現ߔることޠを教えていߥいのߢある。ޟ言葉を中心に考えるޠためにޟ教えることޠ

とޟ学習者の意見߿考えޠをޟ聴くことޠとߪ対立ߥߒいߢߕߪある。 

 

㧞．市川ޟ教えて考えさせる授業ޠの場ว 

㧔㧝㧕基本的ߥ考え方 

網 ᏒᎹ1990ޔߪ 年代ޟࠄ߆教えߕに考えさߖる授業߇ޠ増えるにつޔࠇその問題点とߒて新たޟߥわ

るߔたことを指摘߈出て߇ޠい授業ߥࠄ߆
31
。 

網 網 網 ᤄのわߥࠄ߆い授業ޔߪవ生߇一方的に⹣め込߽うとߒてޔ説᣿߫ߥࠅ߆のߢわߥࠄ߆いޔつ

ていߞ間㆑߇の発言߽ߤい。子ߥࠇ何߽教えてくߤࠎと߶߇వ生ޔߪの߶うࡊい。新タイߥࠄ߹

て߽ޔ正ߒい考え方߿知識を教えߥいのޔߢ子ߪ߽ߤ何߇正ߒいの߽߆わߥࠄ߆いためޔつ߹ࠄ

 。いߥ

ᏒᎹޔߪこの新旧のޟわߥࠄ߆い授業ޠを解᳿ߔるためにޡޟޔ教え込みߥ߽ߢޢくޡޔ教えߕに

考えさߖるߥ߽ߢޢい授業展開ޠ
32
とߒてޟޔ教えて考えさߖる授業ޠをឭ唱ߒているのߢある。 

߹たޟޔ教えて考えさߖる授業ߢޠのޟ教えることޠの㊀要性ޟޔߪ教えߕに考えさߖる授業ޠの

次のࠃうߥ問題点を解᳿ߔることにあるとߔる
33
。 

網 網 網 ・既習内容を߽とに考えることをଦߒて߽ޔ考えあߨߋてߒ߹う子߇多い。 

網 網 網 ・討論を通ߓてわߖࠄ߆たいと思ߞて߽߆߶ޔの子߽ߤの発言の意味߇理解ޔߕ߈ߢ討論に参

加߈ߢる子߇限定さࠇる。 

・一方ޔߪߢ塾੍߿習ޟߢߤߥవ取ࠅ学習ޠをߒている子ߋߔޔ߿にわߞ߆てߒ߹う子߽いてޔ

授業の߿࡞ࡌ࡟展開の߆ߒたに興味を失い߇ちにߥる。 

・授業のࠄߨい߿目的ࠇߕߪࠄ߆たޟ多様ߥ意見߇ޠ出߉ߔてޔわߥࠄ߆い子ߔ߹ߔ߹ߪ混乱

 。るࠇࠄ捨てࠅಾߪて多くの意見ߞߥくߥࠇ߈扱いߪ教師ޔߒ

・自力解᳿߿討論に多大のᤨ間を消⾌ߔるためにޔ教師߇ていߨいに補足説᣿߿߹とめをߔる

ᤨ間ߥ߇くߥる。 

・教科書を使わߕにޔ活動ޔ᧼書ޔ自作࡝ࡊンߢ࠻進めࠇࠄていくためޔ授業後に振ࠅ返ߞて

 。いߒ乏߇手立てߔ考え直ࠅくߞߓ
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࿑㧞網 の比較ޠる授業ߖ教えて考えさޟとޠる授業ߖに考えさߕ教えޟ

拙…

網

 

ޠ教えるޟ知識をߥ学習者に必要߇教師ߢ授業のዉ入部ޔߪの特ᓽの第一ޠる授業ߖ教えて考えさޟ

ことにある。ᏒᎹޟޔߪ教えるޠことをޡޟޔ考えるޢ段㓏ߢ必要とߥる知識をޔߕ߹ޔవ生ࠄ߆子

ޠたちに共通にਈえる߽ߤ
35
ことと定義ߔる。 

このޟ教えて考えさߖる授業ޟߪޠ問題解᳿と討論ޠを否定ߔる߽のߥ߽ߢい。この点に関ߔる疑

問に対ޔߒᏒᎹߪ以ਅのࠃうに答える
36
。 

網 網 ߹ࠅあ߽߈える向ࠄととߛる߽のߔ討論を否定߿問題解᳿学習ޔߪޠる授業ߖ教えて考えさޟ

最大の誤解のߪࠇこ。ߔ 1 つޟ。ߔߢ教えて考えさߖる授業ޔߪޠ問題解᳿߿討論を大いに㊀視

 。ߔߢいのߥていߒߪ行おうとࠄ߆をዉ入部ࠇそࠅߥ߈いޔߒߛた。ߔ߹ていߒ

要ߔるにޟޔ教えて考えさߖる授業ߢޠの教師のޟ教えるޠことޟޔߪ有効ߥ問題解᳿߿討論を行

うための 1 つの手段ޠ
37
と૏置ߠけࠇࠄているのߢある。ޟ教えて考えさߖる授業ޠの要点ޔߪ学習

者߇問題解᳿߿話ߒ合いを通ߒてޔ無理ߥくޟ考えޟޔޠ理解ߔޠる過程をつくࠅ出ޟߔ働߆߈けޠ

というとこࠈにある。そこޟߢ教えるޠ際に㊀要ߥことߪ次のࠃうにߥる
38
。 

あޔそのᤨ間ޟޠ߆るのߖ何を考えさޟޠ߆何を教えるのޟޔߪߢޠる授業ߖ教えて考えさޟ

るいߪන元全体とߒての目標をߤこに置くのޠ߆ということ߇常に問わࠇることにߔ߹ࠅߥ。考

えるᤨ間をとߞてޔ自発的ߥ活動ޔ討論ޔ発見ߤߥにᤨ間をさけ߫ࠃいという学習指ዉ論とߪ一

線を↹ߒてい߹ߔ。 

基本的ޟߥ教えて考えさߖる授業ޠの指ዉ過程ߪ以ਅのࠃうに߹とめࠇࠄている。 
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࿑㧟網 構築のޠる授業ߖ教えて考えさޟ 拙࡞ࡌ࡟

拙沢

網

 

ᏒᎹޡޟޔߪ教えて考えさߖる授業ޔߪޢ習得サイࠢ࡞における授業形態の基本原理とߒてឭ唱さ

ޠた߽のࠇ
40
とߒている。このࠃうにޟޔ教えて考えさߖる授業ޠの特ᓽの第ੑޔߪこの習得型の授

業展開とߒてឭ唱さࠇていることにある。その਄ޔߢᏒᎹޔߪ習得型学習とߒてのޟ教えて考えさߖ

る授業ޠとត究型学習との関係を次のࠃうに考えている
41
。 

網 網 網 ត究サイࠢ࡞の学習においてޔߪ課題追究の過程ߢ学習者に試行錯誤さࠄ߇ߥߖ教えていくࠃ

うߥ授業߽あߞてࠃいࠂߒߢう。߹たޔ習得とត究のߤちࠄをవに行う߆ということについて߽ޔ

ޔߢの学習を行う過程࡞ត究サイࠢޔࠈߒ߻㧔̖中略̖㧕。ߔ߹ていߞいと思ࠃᨵ軟に考えてߪ⑳

あࠄためて基礎基本の大ಾさを実感ޔߒ習得サイࠢ࡞に戻ߞてくるというޟ基礎に降ࠅていく学

びߞ߽߇ޠと学校教育の中に取ࠅ入ࠇࠄࠇてࠃいと思ߞているくࠄいߔߢ。 

ᏒᎹߪ習得サイࠢ࡞とត究サイࠢ࡞とのᓔ還をޟ学ぶことޠと考えていること߇わ߆る。ޔߒ߆ߒ

ᏒᎹの記述を概観ߒて߽ޔ習得サイࠢ࡞とត究サイࠢ࡞のㅪ動性のౕ体例߿指ዉ例を見ること߈ߢߪ

 。うࠈߥい。੹後の課題とߥ



－網拘拙枰網－網

࿑㧠網 習得サイࠢ࡞とត究サイࠢ࡞

…拘

網

 

㧔㧞㧕授業展開 

網 ߇ᏒᎹޔいためߥࠇࠄ見ߪの授業記録ޠる授業ߖ教えて考えさޟ TT た指ዉ略案を以ਅにߒ実践ߢ

取ࠅ਄ߍる
43
。この実践ߢᏒᎹޟޔߪ教えることޠを学習者と対話ࠄ߇ߥߒ進めている

44
。 

教える 

●硬⽻の模型を使い2ޔࠄ߇ߥ けた町1 けたのわࠅ算の઀方を説᣿ߔる。㧔3 人の子߽ߤとの対話を

通ߒて教師߇演示ߔる。㧕 

網 Ԙ6 ౞を 3 人ߢ同ߕߓつ分けると̖ 

網 網 式ߢ書くと網 6町3 

網 網 答え網 網 網 網 2 

網 網 確߆め網 網 網 2悠3㧩6 

網 ԙ60 ౞を 3 人ߢ同ߕߓつ分けると̖ 

網 Ԛ69 ౞を 3 人ߢ同ߕߓつ分けると̖網 ←前ᤨの学習内容 

網 ԛ72 ౞を 3 人ߢ同ߕߓつ分けると̖網 ←本ᤨの学習内容 

網 Ԝ74 ౞を 3 人ߢ同ߕߓつ分けると̖ 

●筆算ߢ解くとߤうߥる߆᧼書ࠄ߇ߥߒ教師ࠄ߆説᣿ߔる。㧔筆算ߞ߿ߢていることとお金の分け

方ߪ同ߓことを確認ߔる。㧕 

考えさߖる 

●教科書を使いޔ設問を埋めていく。教科書の࿑を使ߞてޔ子ߤ߽ߤうߢߒわࠅ算の筆算の઀方を

説᣿ߒ合ߞたޔࠅ教え合ߞたࠅさߖる。ޣ理解確認ޤ 

●筆算の間㆑いをតޔߒ正ߒく計算ߔる課題を࡝ࡊンߢ࠻行う。 

 ޤ理解深化ޣ

Ԙ商߇小さ߉ߔ 

ԙ商߇大߉ߔ߈ 
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Ԛਅの૏ࠄ߆商を立てている 

お߽ޟޠたことߞ߆ࠈߒお߽ޟޠいことߥࠄ߆くわࠃޟޠたことߞ߆くわࠃޟドに࡯ࠞࠅ返ࠅ߰●

 ޤ自己評価ޣ。るߖ߆を書ޠ意見߿の感想߆߶そのޟޠたことߞ߆ߥくࠈߒ

 

㧟．考察 

㧔㧝㧕ޟ教えߥいことޠの問題点 

૒藤߇ឭ唱ߒたޟਃつの対話的実践ޠのౕ体とߒてޔ算数科と国語科の実践ࡕࡔを取ࠅ਄ߍた。ੑ

つの実践ޔߪߢ学習者߇自分ࠅߥにޟ考えることޠを通ߒてޟޔつぶޠ߈߿とߒて表現ߒている。こ

。うࠈあߢている結果ߒを㊀視ޠことߋߥつޟとޠ聴くことޟをޠ߈߿つぶޟ学習者のޔ߇教師ޔߪࠇ

ここにߪ૒藤߇批್ߒたࠃうޔߥ教師߇一方向的に話ࠣ࡯ࡠࡁࡕޟߔ型ޠ
45
の授業ߪ乗ࠅ越えࠇࠄて

いるといえる。 

 。るࠇࠄ点見ੑ߇の課題ޠਃつの対話的実践ޟ起こるߢ無いこと߇過程ޠ教えるޟޔߒ߆ߒ

一点目ޔߪవに触ࠇた一般的に語ࠇࠄて߈たޟ学習߇ޠ対応ߔるޟ対象との対話ޠについてߢある。

ߤ子ޔߒ߆ߒ。ているࠇࠄ求め߇ることߔ対象と対話߇߽ߤある子ߢ学習者ޔߪߢޠ対象との対話ޟ

い場ߥていߒ対話の઀方を体得。߆うࠈあߢるのߔうߤߪい場合ߒ難߇ることߔޠ対象と対話ޟ߇߽

合ޟޔ対象との対話߇ޠ機能ߔるとߪ考えにくい。こޔߪࠇᏒᎹ߇批್ߒたޟ教えߕに考える授業ޠ

ޠいߥ߈ߢ理解߇学習内容ޟ。るߥる問題点と㊀ࠇࠄに見ޠޢい授業ߥࠄ߆わޡいߒ新ޟたࠇ߹生ߢ

こと߇繰ࠅ返さޟࠇ学習意欲ߥ߇くߥるޠ結果を生みޔさࠄにޟࠎߤࠎߤޔ学習内容への興味・関心

うෂ߹ߒてߞߥᖡᓴ環とޠるߔ逃走ࠄ߆学びޟޔにߕࠄ߆わ߇ޠ学習その߽のの面⊕さޟޔޠࠇ薄߇

険性߇ある。 

ੑ点目ޟޔߪ学習者の考えޠに対ߔる教師の捉え方ߢある。ޟ対話的実践ޠの発想を基にߒてޔ教

師ޟ߇聴くޠことの比㊀を大߈くߒたとߒて߽ޟޔ教えるޠことを全く取ࠅ㒰いていいということに

ޔࠅあߢの脱ළࠄ߆ࠅ語ߥ的ޠࠣ࡯ࡠࡁࡕޟるࠃ学習者に߿教師ޔߪたのߒ意࿑߇い。૒藤ߥࠄߥߪ

教えるこޡ学習者にޟޔߪޠ対話的実践ޟޔߒ߆ߒ。たといえるߞを築くことにあޠ合う関係߈聴ޟ

と߇ޢ含߹ࠇていߥい学習論ߢޠある。教師ޟ߇聴くことޠに終始ߒていたޔࠄ学習者ߪ教師ࠄ߆何

を学ぶのߢあࠈう߆。教師ޟ߇教えることޠとޟ聴くことޠとޔߪあく߹߽ߢ車の両ベのࠃう߽ߥの

 。あるߢߕߪい߽ののߥࠄߥߪくてߥޔࠅあߢ

こࠄࠇの課題を克服ߔるために߽ޟޔਃつの対話的実践ޠにޔ教師ޟ߇教えることޠを含める必要

 。あるといえる߇

㧔㧞㧕ޟ対話ޠの૏相 

網 ૒藤とᏒᎹにࠃるឭ案の共通点ޔߪ次のੑ点ߢある。 

第一に教師のޟ働߆߈けޔߪޠ૒藤ޔᏒᎹと߽にޟޔ対話的ޠに進めることをឭ唱ޔߒ一方的ޟߥ伝

㆐ޟ߿ޠ説᣿ޠを否定ߒている点ߢある。ޔߒ߆ߒ૒藤とᏒᎹと߇用いるޟ対話的ޠの૏相ߪ異ߞߥ
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ている。 

最初にޟ対話ޠの捉え方を比較ߒたい。૒藤の場合ޔ対話ޟޔߪ対象との対話ޟޠ他者との対話ޠ

対話の目ޔた。そのためߒ深߹ると߇学びߢこと߻相੕的に絡߇ࠇߙࠇそޔࠅあߢޠ自己との対話ޟ

的ޟޔߪ対話的ߥ学びޠその߽のを成立さߖるためにある。一方ߢᏒᎹޔߪ教師߇一方的ߥߪߢくޔ

学習者のޟ理解を࠾ࡕタ࡝ンࠣࠄ߇ߥߒޠ教えるためにޟޔ対話ޠを用いている。つ߹ޔࠅ૒藤ޔߪ

を手ޠ対話ޟるためにߔを把握ޠ学習者の理解ޟޔߪᏒᎹޔߒその߽のを目的とޠる学びࠃ対話にޟ

段とߒて用いているのߢある。 

次にޟޔ自己内対話ޠに関ߔる比較ߢある。教師ޟޔ߇教えたࠄ߆わߞ߆ているࠈߛうޠと学習者

を過信ߔるのߥߪߢくޔ授業の終⋚ޟߢ感ߓたこと߿学ߛࠎことޔ分ߞ߆ߥࠄ߆たことޠを自分の言

葉ߢ書くことߪ大ಾߢある。こޟޔߪࠇ教えて考えさߖる授業ޟޔߪߢޠ自己評価ޠ
46
とߒてޟޔ考

えさߖるޠ段㓏ߢ㊀視さࠇている。この活動ޔߪ૒藤のいうޟ自己との対話ޠに通ߕる߽のߢあࠈう。 

最後にޔ学習者ޟ߇対話を通ߒて考えることޠについてߢある。૒藤ޔᏒᎹと߽にޔ学習者ޟ߇考

えるޠを深めるためにޟ対話的コࡒュ࠾ケ࡯ションޠをណࠅ入ࠇている。૒藤ޟޔߪਃつの対話߇ޠ

学びを深める߽のと捉えޔᏒᎹޟޔߪ教え合いࡊ࡯࡞ࠣޟ߿ޠ活動ߢ問題解᳿ޠをޟ考えるޠ段㓏ߢ

行ߞている。 

㧔㧟㧕両者に共通ߔる課題 

最後にޔ૒藤のޟਃつの対話的実践ޠとᏒᎹのឭ唱ߔるޟ教えて考えさߖる授業ޠに共通ߔる課題

をੑ点あߍる。 

第一ޟޔߪ対話的実践ޟޠ教えて考えさߖる授業ޠと߽にޔ教科おࠃびその学習内容の特性とのࡑ

ッチンࠣࡒ߿スࡑッチの是非についてߪ論ࠇࠄߓていߥい点ߢある。以ਅの表 1 掲߇૒藤とᏒᎹޔߪ

載ߒた実践ࡕࡔおࠃび授業展開例の教科の内⸶を示ߒた߽のߢある。 
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表㧝 

教科の内⸶
47 ૒藤ޟਃつの対話的実践ޠ㧔全 18 例㧕 ᏒᎹޟ教えて考えさߖる授業ޠ㧔全 19 例㧕 

9㧛18㧔50㧑㧕 4㧛19㧔21㧑㧕 

国

語

科 

 ޠチの木ࡕチࡕޟ

 ޠの߽ࠄ߆のたࠎいさߓわにのおޟ

 ޠࠃߛ߈と大好ߞߕとߞߕޟ

 ޠߒい߷う⊕ޟ

 ޠ߉ߒの߰ߨたޟ

 ޠ土の笛ޟ

 ޠࠅߥ草ߪࠇわޟ

詩の群⺒指ዉ 

俳ฏ指ዉ㧔ޡ奥の細㆏ࠅࠃޢ㧕 

 㧔文法指ዉ㧕ޠ߈ࠄたߪ助詞のޟ

 ޠࠅおくߍ߆のࠎ߾ちいちޟ

 ޠみߕߨい߹ࠎߗと࠳サンࠢ࡟ࠕޟ

 ޠ伝えるߢ࠭࡯࡞とࡊッࠕޟ

3㧛18㧔16.6㧑㧕 6㧛19㧔31.6㧑㧕 

算

数

科 

 ޠᐔ均ޟ

 ޠ比ޟ

 ޠ分数ޟ

 ޠ算ࠅわޟ

 ޠうࠈをつくࠎてߓいਃ角形・四角形ߒ߿あޟ

 ޠくみߒけ算の筆算の߆ޟ

 ޠਃ角形の面積ޟ

 ޠ比例関係の理解ޟ

 ޠߖ㗅列・組合ޟ

1㧛18㧔5.5㧑㧕 5㧛19㧔26㧑㧕 

理

科 
 ޠ水の膨張ޟ

 ޠ߆るߥうߤࠄたࠇを塩㉄に入ࡓウ࠾ࡒ࡞ࠕޟ

 ޠうࠈ日ᤨ計をつくޟ

 ޠߪᵃの正体ߥ߈大ޟ

 ޠޢࠅ߹߈ޡ子のࠅ振ޟ

 ޠタの心臓の解剖ࡉޟ

2㧛18㧔11㧑㧕 4㧛19㧔21㧑㧕 

社

会

科 

 ޠ自動車産業ޟ

 ޠを支える情報・ㆇ輸ߒࠄ暮ޟ

 ޠ消防団の઀事ޟ

 ޠのᎿᄦߒࠄた暮ߖ気候に合わޟ

 ޠた日本地࿑ߞ伊能忠敬のつくޟ

 ޠߢ߹る߈ߢ߇౏共ᣉ設ޟ

3㧛18㧔16.66㧑㧕 ― 

実

践

例

ߩ

教

科 

総

合

的

ߥ

学

習

ߩ

時

間

 ― ޠਅ水㆏ޟޠ家ޟޠと環境ࡒࠧޟ
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ここޔࠄ߆૒藤のޟਃつの対話的実践ޔߪޠ国語科の⺒解指ዉ߇ 50㧑ޔᏒᎹのޟ教えて考えさߖる

授業ޔߪޠ算数科と理科ߢ約 60㧑を占めていること߇わ߆る。このࠃうߥ開߇߈見ࠇࠄるのޔߪ学び

のスタイ࡞自体ޔ߇教科の特性とㅪ動ߒていることを示ߔためと考えߥࠇࠄいࠈߛう߆。例え߫ޟޔ国

語科にޡߪਃつの対話的実践ޢのࠃうߥスタイ߇࡞向ޔ߈算数科߿理科ޡޔߪߢ教えて考えさߖる授

業ޢのࠃうߥスタイ߇࡞向くのߥߪߢいޠ߆という仮説を立てること߈ߢ߇る。 

をណる࡞スタイߥうࠃのޠਃつの対話的実践ޟޔ߆をណるの࡞のスタイޠる授業ߖ教えて考えさޟ

のޔߪ߆教師߇授業を設計ߔる際に್断ߔることߢある。言い឵えޔ߫ࠇ各教科の特性ޔ学習者の発

㆐段㓏ޔ学習指ዉ論߿教᧚の特性にߞࠃてᨵ軟に教師߇ㆬ択ߥߒけޟޔ߫ࠇਃつの対話的実践ߢޠあ

ਃつの対ޟ。うࠈあߢいߥߒ機能ߪޠ学びޟ学習者のޔ߇うࠈあߢޠる授業ߖ教えて考えさޟ߇うࠈ

話的実践ޟ߿ޠ教えて考えさߖる授業ߤޟޔߪޠの教科ޠのߤޟのࠃうߥ学習内容ޠを扱う際に有効

 。ある߇という研究߽進める必要߆ある߇限界ߪあるいޔ߆あるߢ

第ੑޔߪᏒᎹの表現を借ޡޟޔ߫ࠇࠅ習得サイࠢޢ࡞とޡត究サイࠢޠޢ࡞のㅪ動性߇見ߥࠇࠄい

ことߢある。前述のࠃうにޟޔ教えて考えさߖる授業ޔߪޠ基本的にޟ習得サイࠢޠ࡞の授業展開ߢ

ある。ޟ習得サイࠢߤޔߪޠ࡞のࠃうにޟ表現ޠとޟ追究ޠを根ᐙとߔるޟត究サイࠢޠ࡞へとㅪ動

習得型学習ޔߪにޠਃつの対話的実践ޟに近い૒藤のޠ࡞ត究サイࠢޟޔߢ一方。߆うࠈあߢるのߔ

の方߇適ߔる学習内容㧔例え߫ޟޔ文法ޟ߿ޠ漢ሼの学習ޠ㧕についての言及߇見ߥࠇࠄい。ߤの学

習内容ޟ߽ߢਃつの対話的実践ߢޠ授業を行うことߪ現実的にߪ考えにくい。 

以ਅޔߪ૒藤とᏒᎹのឭ案の比較検討の結果を߹とめた߽のߢある。 

表㧞 

視点 ૒藤ޟਃつの対話的実践ޠ ᏒᎹޟ教えて考えさߖる授業ޠ 

教師の役割 
学習者の発言を 

 ことޠߔߤ߽ޟޠߋߥつޟޠ聴くޟ
課題設定ޔ教えるᎿᄦ 

方法 特に᣿記ߒていߥい 対話的に情報を伝える 教

え

ࠆ

ߎ

ߣ

૏置ߠけ 特に᣿記ߒていߥい 
・考えさߖるための手段㧔過程㧕 

・問題解᳿߿討論への手段㧔過程㧕 

種類 特に᣿記ߒていߥい ޟ習得サイࠢޠ࡞とޟត究サイࠢޠ࡞ 

学

߱

ߎ

 過程 ߣ

 ޤ対話的実践ޣ

・対象㧔ࠠ࠹ス࠻㧕との対話 

・他者との対話 

・自己との対話 

 ޤの過程࡞習得サイࠢޣ

○教師߇教える 

○学習者߇考える 

・理解確認課題 

・理解深化課題 

・自己評価 
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結語 

以਄ޔ᧛੗の教育観に立ちޟޔ教えることޠとޟ学ぶことޠを中心に考察ߒて߈た。 

授業߇ሽ在ߔる理由ޟޔߪ学習者のޡ学びޢに資ߔるޠためにあることを考慮ޟޔ߫ࠇߔ教えるこ

とޠとޟ学ぶことޠに関ߔる議論ߤޔߪちࠅࠃޟ߇ࠄ優ࠇているߥߪߢޠ߆くࠃޡޟޔくࠈߥޢうޠ

とߔる学習者のためにޔ各教科の特性ޔ学習者の発㆐段㓏ޔ学習指ዉ論߿教᧚の特性等の諸要素を考

慮ߒた਄ߤޔߢちࠅࠃޟ߇ࠄ適ಾߢあるޠ߆ということに主眼߇置ࠇ߆るߢ߈ߴある。 

੹後ޔߪᱷさࠇた両者の課題を克服ߒつつޔ各教科の特性ޔ学習者の発㆐段㓏ޔ学習指ዉ論߿教᧚

の特性等とㅪ動ߔる学習方法論をឭ示ߔるためにޔ領域間߿研究成果のޟ統合ޠを軸に研究を進めて

い߈たい。 

 

注 

1 ᧛੗実ޡ新・教育学の展望2010)ޢ 年ޔ東洋館出 社)50 㗁 

߹たޔ᧛੗実ޡޔߪ人間と教育の根源を問う1994)ޢ 年ޔ小学館)ޟޔߢ定義ޠの問題に触ࠇている。詳述ߪ避ける

ߢ࠻ス࠹ޟޔߪ定義にޔ߇ 100 点満点の 80 点以਄を取ߞたࠄ A 評価にࠂߒ߹ߒうと約束をߔる意味ߢ用いࠇࠄ

るޟ約束的定義ޠとޔ著者㧔書߈手㧕߇⺒者㧔⺒み手㧕を著者自身の定義に引߈込み説得ࠃߒうと意࿑ߔるࡊޟ

発ޟる定義をߔ自身の教育に関ޔߒこのੑつの定義と඙別ޔߪ᧛੗ߢている。その਄ߒを紹੺ޠ的定義ࡓ࡜ࠣࡠ

生的定義ޠと૏置ߠけている。 

2 ૒藤学ޟ現代学習論批್―構成主義とその後ޠ堀የ輝久・須藤敏昭他✬ޡ講ᐳ学校 第 5 巻 学校の学び・人間の

学び1996)ޢ 年ޔ柏書ᚱ)154 㗁 

3 ᧛੗実ޡ教育学入門㧔਄㧕1976)ޢ 年ޔ講談社学術文庫)110 㗁 

4 注 3 に同ߓ 110 㗁～111 㗁 

5 ૒藤学ޡ教師たちの挑戦―授業を創る 学び߇変わる2003)ޢ 年ޔ小学館)232 㗁 

6 ᏒᎹ伸一ޡ学ぶ意欲とスࠠ࡞を育てるい߹求めࠇࠄる学力向਄策2004)ޢ 年ޔ小学館)81 㗁～82 㗁 

7 ↰੗ᐽ雄ޟ教授学習過程についての⧯ᐓの考察ޡޠᄹ良大学紀要ޢ第 22 ภ(1994 年) 

 。るߔという表現に統一ޠ教え込みޟをޠ知識注入ޟ߿ޠこと߻教え込ޟのߢる意味ࠇ批್さޔߪߢ本Ⓜޔおߥ

8 注 7 に同ߓ 28 㗁 

9 注 7 に同ߓ 28 㗁網 ߹たޔ↰੗߇用いているޟ主体的学習ߪޠ広い意味ߢのޟ問題解᳿学習ߢޠあるとផ察߈ߢ

る。 

10 注 7 に同ߓ 28 㗁 

11 注 7 に同ߓ 28 㗁 

12 注 7 に同ߓ 30 㗁 

13 ↰੗ޔߪこの他に教師と学習者の人間関係߽教授学習過程を機能さߖる条件にあߍている。 

14 ᧛੗実ޡ新・教育学のߔߔめޢ(ޔ1978小学館)156 㗁～157 㗁 

15 注 14 に同ߓ 155 㗁 

16 注 2 に同ߓ 155 㗁 

17 中᧛恵子ޟ教育における構成主義ޡޠ現代社会文化研究ޢNo.21(2001 年ޔ新潟大学大学院現代社会文化研究科

紀要✬集ᆔ員会)ߥおޟޔ構成主義における学びの理論―心理学的構成主義と社会的構成主義を比較ߒて―ޡޠ新

潟青㒺大学紀要ޢ第 7 ภ㧔2005 年㧕ߢ中᧛ߪ構成主義にޟߪ社会的構成主義ޠとޟ心理学的構成主義ޠのੑつ

の流߇ࠇあると考察ߒている。 

18 注 2 に同ߓ 156 㗁 

19 注 2 に同ߓ 169 㗁～170 㗁 

20 ૒藤学ޟ学びの対話的実践へޠ૒伯胖㧛藤↰英ౖ㧛૒藤学✬ޡ学びへの誘い1995)ޢ 年ޔ東੩大学出 会)73 㗁 

21 注 20 に同ߓ 73 㗁 

22 注 20 に同ߓ 73 㗁 
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23 注 20 に同ߓ 74 㗁～75 㗁 

24 ૒藤学ޟ教ቶにおける学びと対話ޡޠ実践国語研究十ੑ᦬別冊ޢ第 249 ภ(2003 年ޔ᣿治࿑書)12 㗁 

25 注 20 に同ߓ 85 㗁～89 㗁 

26 注 5 に同ߓ 80 㗁～81 㗁 
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31 注 6 に同ߓ 81 㗁～82 㗁 

32 注 6 に同ߓ 88 㗁 

33 ᏒᎹ伸一ޟޡ教えて考えさߖる授業ޠを創る2008)ޢ 年ޔ࿑書文化社)8 㗁～9 㗁 

34 ᏒᎹ伸一・鏑木良ᄦޡ新学習指ዉ要領対応 新  教えて考えさߖる授業 小学校2009)ޢ 年ޔ࿑書文化社)11 㗁 

35 注 33 に同ߓ 90 㗁 

36 注 33 に同ߓ 28 㗁 

37 注 33 に同ߓ 29 㗁 

38 注 33 に同ߓ 85 㗁 

39 ᏒᎹ伸一ޡ新学習指ዉ要領対応 教えて考えさߖる授業 中学校2012)ޢ 年ޔ࿑書文化社)11 㗁 

40 注 33 に同ߓ 36 㗁 

41 注 33 に同ߓ 12 㗁～13 㗁 

42 注 33 に同ߓ 13 㗁 

43 注 33 に同ߓ 54 㗁 

44 注 33 に同ߓ 55 㗁～56 㗁 

45 ૒藤ޔߪ注 24 ߒを中心にޠ合う関係߈聴ޟޔߒて批್ߒとޠ型ࠣ࡯ࡠࡁࡕޟをࠅ学習者の語߿ᓥ来の教師ޔߢ

たޔ෺方向的࠳ޟߥイࠣ࡯ࡠࠕ型ޠの授業をឭ案ߒている。 

46 注 33 に同ߓ 107 㗁～108 㗁 

47 ૒藤学ޟਃつの対話的実践ޠの実践ޔߪࡕࡔ૒藤学著ޡ教師たちの挑戦2003)ޢ 年ޔ小学館)ޔࠅࠃᏒᎹ伸一ޟ教

えて考えさߖる授業ޠの授業展開例ޔߪᏒᎹ伸一ޟޡ教えて考えさߖる授業ޠを創る2008)ޢ 年ޔ࿑書文化社)ޔ

ᏒᎹ伸一・鏑木良ᄦޡ新  教えて考えさߖる授業 小学校2009)ޢ 年ޔ࿑書文化社)ࠅࠃ取ࠅ਄ߍた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


